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（1）対象地域 

 福島県浜通りの 25 地点，中通りの 36 地点および会津地方の 36 地点の水田土壌を採取． 

 計 97 地点． 

 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 

（2）流出挙動・経路 

粘土鉱物の中でも，主として雲母鉱物が放射性セシウム遅延能に影響を与えている．福島の水田土壌

でも Cs 固定能は雲母量が支配している． 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

本研究で得られた RIP（放射性セシウム補足能）値（2.4 mol kg-1）はカオリナイト（0.01 mol kg-1）

やモンモリロナイト（0.1 mol kg-1）と比べてかなり高い値を示した．これは放射性セシウムを選択的に

吸着する雲母が存在することを示唆している． 

浜通り，会津地方では RIP と天然 K 含有量の間に，強い正の相関が見られたが，中通りの RIP と天然

K 含有量の関係性は正の相関があるものの，その相関性は弱かった．これは奥羽山脈，阿武隈山脈の鉱

物学的性質からから説明でき，中通りの雲母量が浜通りや会津地方のそれより変動が大きいためである． 

 


